食の安全安心体験ツアー意見交換会及びアンケート（概要）
　　敷島製パン株式会社大阪豊中工場

日　時：平成１９年１０月３０日（火）午後２時１０分～午後２時３０分 

場　所：敷島製パン株式会社大阪豊中工場　４階多目的ホール 

司　会： 

大阪府健康福祉部食の安全推進課　課長補佐　吉田　諭 

出　席： 

敷島製パン株式会社　大阪豊中工場　職員の方々 

大阪府健康福祉部副理事　池田　哲夫 

大阪府健康福祉部食の安全推進課長　淡野　輝雄 

大阪府健康福祉部食の安全推進課　総括主査　中村　聡 

意見交換会
大阪府健康福祉部食の安全推進課長　淡野　輝雄

食の安全安心の問題は、法で縛るだけでは改善されません。今年に入ってからも、不二家やミートホープ、赤福など、企業のコンプライアンス（法令遵守）が問われる多数の事件が発生しています。 

行政が、事業者が、それぞれの取り組みへの努力を訴えるだけでなく、「百聞は一見にしかず」ということで、府民の方々に実際に生産・流通・製造の現場を見て、食に関わる人々から直接話を聞いて、普段疑問に思っていることを言っていただくために、今回の見学会に意見交換の場を設けました。 

この場では、特に意見をまとめる必要はなく、消費者である府民の皆さんには、事業者の様々な苦労話を聞いて、理解を深めていただき、また、事業者の方々には、消費者の生の声を聞いて、今後の業務に生かしていただくことを期待しています。 

食の安全安心の推進のため、こういった見学会や意見交換を継続して実施したいと考えております。 

司会（大阪府健康福祉部食の安全推進課　吉田課長補佐）

今日の見学での疑問点や、製品について日頃思っていることなど。質問、ご意見があれば自由に発言をお願いします。 

参加者（男性）

パンの製造に使われる小麦や砂糖。一部では米粉なども使われているとのことですが、こういった原材料の大半は海外からの輸入であると聞いています。国産の原材料は使用されていますか。 

敷島製パン株式会社

パン用の小麦は主にカナダ、アメリカから輸入しています。国産の原材料を使用した製品の希望もあり、一部国産小麦を使ったパンも製造しています。ただし、国産の小麦ではグルテンの量や質が輸入小麦と違うので、おいしく作るのが難しいという問題があります。 

参加者（男性）

今朝のテレビで、トランス脂肪酸の問題について報道されていました。パンの種類によって、かなり大量に含まれているとの内容でしたが、御社ではなにか対応を考えておられますか。 

敷島製パン株式会社

トランス脂肪酸は、マーガリンなどの植物性油脂に含まれており、多く摂取すると健康被害が出るとアメリカで発表されました。アメリカではトランス脂肪酸の含有量の表示が義務付けられていますが、日本ではまだ表示の義務はありません。しかし、アメリカでの動きを受けて、油脂を使う場合は、トランス脂肪酸の含有量の少ないものを選んでいます。トランス脂肪酸は、天然の油脂にも含まれており、完全にゼロにすることはできませんが、油脂メーカーと協力して、製品に含まれるトランス脂肪酸の量を少なくするよう工夫しているところです。 

参加者（女性）

菓子パンでは、上に溶かしたチョコレートをかけたり、中にリンゴを入れたりしている製品がありますが、チョコレートやリンゴも工場で製造しておられますか。 

他のメーカーから仕入れている場合、製造メーカーを表示していますか。 

敷島製パン株式会社

チョコレートはチョコレートメーカーから、リンゴの他、あんこやクリームなどは原料メーカーから仕入れています。パン生地のみを工場で製造しています。 

製造メーカーの表示はしていません。 

参加者（女性）

原材料について、国産の小麦で作ったパンはおいしくならないとのことでしたが、何か違いがあるのでしょうか。 

敷島製パン株式会社

国産の小麦は、含有されるグルテンの質が違うため、パンの焼き上がりがふっくらとしにくくなってしまいます。うどんなどの麺類には向いています。パンに向く小麦については、現在北海道などで改良中です。 

参加者（女性）

やはり国産のものが安心です。小麦の改良を進めて、国産の小麦を使ったパンがもっと食べられるようになりませんか。 

敷島製パン株式会社

輸入小麦については、農薬のポジティブリスト制度などの厳しい規制があります。輸入の際に国が検査をし、また自社でも自主検査をしながら安全を確認して使用しています。 

小麦だけでなく、他のメーカーから仕入れているチョコレートやあんこ、クリームなどについても自主的に検査を行っています。 

国産小麦については、試算を行ったところ、「超熟」の製造には大阪市の約２倍の面積の小麦畑が必要との結果が出ました。国産小麦を原材料としていくには、国とメーカーが一体となって進めて行く必要があります。 

参加者（女性）

不良品が出た場合、どのようにしていますか。飼料や肥料などに再利用しておられますか。 

敷島製パン株式会社

主に豚の飼料として再利用しています。それ以外は廃棄物として処理しています。 

司会（大阪府健康福祉部食の安全推進課　吉田課長補佐）

時間となりましたので、これで意見交換会を終了します。最後に工場の方々に拍手をお願いします。本日はありがとうございました。

（会場拍手） 

【意見交換会の様子】
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アンケートの概要

１．製造ライン見学・意見交換会について 

	わかりやすかった
	１６

	まあまあわかりやすかった
	　７

	むずかしかった
	　０

	その他
	　０

	無回答
	　２

	合　計
	２５


２．感想・意見 

○パンの成形に手ぶくろをはめていない？とおどろいている人がいた。 

　→（敷島製パン株式会社からの回答） 

手袋に生地が付着して作業がやりにくい場合は、素手で成形しますが、手洗いや消毒を十分行います。 

○工場見学は人数が多すぎて見にくかったので、もう少し少人数でまわれたら良かった。ビデオが人の頭で見にくかった。 

○意見交換会の時間が少なく、聞きたいことがきけなかったし、参加された方々の意見も、もっと聞くことが出来たら参考になったのではと思う。 

○消費期限、賞味期限等についての考え方について聞きたかった。 

○時間的に限りある意見交換会だったが、誠意をもって回答されていました。 

　消費期限の切れた商品、返品された商品についてどのように処理されているのか是非知りたい。 

　→（敷島製パン株式会社からの回答） 

廃棄処分しています。 
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